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令
和
五
年
度
生
坂
村
歳
入
歳
出

決
算
が
九
月
村
議
会
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
第
六
次
総
合
計
画
の
四
年
目
を
迎

え
た
令
和
五
年
度
は
、将
来
像「
確

か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ 

明
る

く 

健
や
か
に
生
き
る
村
」の
実
現
に

向
け
て
当
計
画
、過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
や
各
計
画
に
基
づ
き
、住

民
福
祉
の
向
上
や
産
業
振
興
等
を
図

る
た
め
の
各
種
事
業
の
実
施
と
、人
口

減
少
対
策
に
お
け
る「
生
坂
村
ま
ち・

ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
沿

っ
た
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
二
〇
二
〇
年
か
ら
流
行
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、令
和
五

年
五
月
に
感
染
症
法
上「
５
類
」に

移
行
し
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
生
活

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、各
行
事
等
も
予

定
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
で
は
、家

族
介
護
用
品
支
給
事
業
の
対
象
者

と
対
象
品
目
を
拡
大
し
、保
健
事
業

で
は
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
各
種
検
診
や
教
室
を
通
じ
た
健

康
指
導
、訪
問
事
業
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、子
ど
も
が

健
や
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る

環
境
づ
く
り
や
、子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
って
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
事
業
で
は
、県
営
中
山

間
総
合
整
備
事
業
で
、下
生
野
地
区

の
ポ
ン
プ
施
設
工
事
、取
水
施
設
工

事
、用
水
路
工
事
、下
生
坂
地
区
の

集
落
道
工
事
を
実
施
し
、農
作
業
の

効
率
化
及
び
維
持
管
理
の
省
力
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、道
の
駅

い
く
さ
か
の
郷
は
、特
産
品
や
ぶ
ど

う
を
は
じ
め
と
し
た
村
内
産
の
農
作

物
等
の
販
売
が
好
評
で
、今
後
も
村

の
農
業
振
興
や
農
家
所
得
の
向
上
、

雇
用
の
創
出
、交
流
人
口
の
増
加
、ま

た
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
一

翼
を
担
う
よ
う
に
進
め
ま
す
。

　
災
害
対
策
と
し
て
は
、防
災
士
の

養
成
や
昼
間
の
火
災
や
大
規
模
災

害
に
備
え
、特
定
の
活
動
に
従
事
す

る
機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
導
入

と
日
岐
区
に
防
災
公
園
を
整
備
し
、
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（単位:万円） （単位:万円）

※その他は、議会費、商工費、災害復旧費※その他は、使用料、繰越金、地方譲与税など
（普通会計とは一般会計と村営バスの特別会計を合計したものです）

令和４年度令和４年度

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

繰入金

村　税

その他

公債費

歳 入
令和5年度 25億1,948万円
令和４年度 26億2,003万円

歳 出
令和5年度 25億4,659万円
令和４年度 26億5,310万円

普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出

142,941137,376

34,49237,067

12,7589,960
9,91813,179
15,79815,969

17,24328,802

21,509
22,957

58,19173,456

53,531
43,589

33,36835,152

38,09432,864

12,68923,885

16,72716,008
8,04212,927
19,78711,876
11,51912,246 その他

消防費

衛生費

民生費

総務費

農林水産業費

教育費

土木費 

令和5年度

生坂村の決算
議会9月定例会で認定
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防
災
力
の
ߋ
な
る
ڧ
化
を
図
り
、村

民
の
生
໋
と
ࡒ
産
を
क
る
た
め
の
基

൫
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　


ૉ
ઌ
行
地
域
事
業
で
は
、村

と
地
域
Τ
ω
ル
Ϊ
ー
会
ࣾ
の
二
つ
の
事

業
ओ
ମ
に
よ
り
各
事
業
を
実
施
し
て

い
く
た
め
、ࣣ
月
に「
ג
ࣜ
会
ࣾ
い
く

さ
か
て
ら
す
」を
設
ཱ
し
ま
し
た
。

ג
ࣜ
会
ࣾ
い
く
さ
か
て
ら
す
で
は
、

ଠ
ཅ
ޫ
ύ
ω
ル
よ
る
民
家
、事
業
所
、

公
ڞ
施
設

の
ଠ
ཅ
ޫ
発
ి
設
備
と


ి

設
備
の
導
入
を
進
め
て
い
く

た
め
の
ௐ
ࠪ
・
設
計
業

を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、村
が
実
施
す
る
事
業
で

は
、

ૉ
ઌ
行
地
域
事
業
計
画
作

成
、設
備
設
計
等
ҕ
ୗ
業

と
し

て
、生
坂
μ
Ϝ
খ
水
力
発
ి
、ࣗ
営
ઢ

Ϛ
イ
Ϋ
ロ
ά
Ϧ
ỽ
υ
、ి
ؾ
ࣗ
動
ं
用

ॆ
์
ి
、公
ڞ
施
設
の
ό
イ
Φ
Ϛ
ス


ར
用
の
設
計
業

の
΄
か
、村
内
ྛ

業
ߏ
ங
に
向
け
た
ௐ
ࠪ
設
計
を
進

め
ま
し
た
。事
業
の
内
༰
を
住
民
の

օ
༷
に
ご
理
ղ
い
た
ͩ
く
た
め
、地

区
આ
明
会
も
ੵ
ۃ
的
に
行
い
、合
ҙ

ܗ
成
を
図
る
よ
う
に

め
ま
し
た
。

　
長
Ҿ
く
物
Ձ
ߴ
ಅ
に

໘
し
Ө

ڹ
を
ड
け
て
い
る
住
民
や
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
、プ
Ϩ
ϛ
Ξ
Ϝ

き


品
݊
の
発
行
や
物
Ձ
ߴ
ಅ
対
策
生

活
Ԡ
援

品
݊
を


し
、村
内
の

消
අ
拡
大
を
ଅ
し
、地
域
経
済
の
活

ੑ
化
に
ܨ
͛
ま
し
た
。

　
؆
қ
水
道
特
別
会
計
で
は
、̓
定

し
た
水
道
水
の
ڙ
給
を
図
る
た
め
、

ݐ
設
か
ら
五
〇
年
Ҏ
上
が
経
過
し

た
水
道
設
備
等
を
計
画
的
に
ߋ
新

し
て
い
ま
す
。

　
ී
通
会
計
の
歳
入
総
ֹ
は
二
五
ԯ

四
⁌六
五
九
ສ
ԁ
で
、前
年
度
ൺ
˚
四
⁒

〇
ˋ
、一
ԯ
六
五
一
ສ
ԁ
の
減
ֹ
と
な

り
ま
し
た
。地
ํ
࠴
は
܁
ӽ

を
ؚ

め
て
、一ԯ
ࣣ
⁌二
四
ࡾ
ສ
ԁ
の
आ
入
を

行
い
、各
事
業
の
ࡒ
ݯ
と
し
ま
し
た
。

;
る
さ
と
ೲ
੫
د

ۚ
を
ੵ
み
ཱ
て

た「
い
く
さ
か
」Ԡ
援
基
ۚ
か
ら
四
⁌

〇
〇
〇
ສ
ԁ
を
܁
り
入
れ
、村
の
創

生
事
業
や
福
祉

野
で
ࡒ
ݯ
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

　
歳
出
の
ঢ়
گ
は
、ී
通
ݐ
設
事
業

の
減
少
に
よ
り
、総
ֹ
は
二
五
ԯ
一
⁌

九
四
ീ
ສ
ԁ
で
前
年
度
ൺ
˚
ࡾ
⁒ീ

ˋ
、一
ԯ
五
五
ສ
ԁ
の
減
ֹ
と
な
り

ま
し
た
。

　
ࡒ

ӡ
営
の
将
来
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、आ
入
ۚ
二
݅
の
ૣ
ظ
ฦ

済
を
行
い
ま
し
た
。公
࠴
අ
は
二
ԯ

九
ࡾ⁌
ࡾ
六
ສ
ԁớ
ૣ
ظ
ฦ
済
ീ
⁌ࣣ

五
ീ
ສ
ԁ
আ
Ờの
支
出
と
な
り
、基

ۚ
は
、二
ԯ
ࣣ
九
五
ສ
ԁ
の
ੵ
ཱ
を

行
い
、特
別
会
計
を
ؚ
め
た
年
度



ߴ
は
二
ࡾ
ԯ
ࡾ
⁌二
ീ
ീ
ສ
ԁ
と
な

って
い
ま
す
。

会計区分 歳入総額 歳出総額 差引額

普
通
会
計

一般会計 254,082 251,431 2,651
（うち繰越額361）

村営バス 4,477 4,417 60

（会計間繰入） -3,900 -3,900

小　　計 254,659 251,948 2,711

福祉センター 10,559 10,555 4

簡 易 水 道 12,582 12,417 165

国民健康保険 21,506 21,228 278

農業集落排水 9,474 9,406 68

介 護 保 険 35,004 33,579 1,425

後期高齢者医療 2,991 2,991

小　　計 92,116 90,176 1,940

合　　計 346,775 342,124 4,651

会計別決算額 （単位：万円）

区　　　分 決算額 収入未済額 不納欠損額

村 民 税 6,388 1,929 1

固 定 資 産 税 8,338 1,329 80

軽 自 動 車 税 869 105

村 た ば こ 税 203

合　　計 15,798 3,363 81

村税の状況 （単位：万円）

「収入未済額」…その年度の歳入として調定した額のうち、会計
年度中に納入されなかった額のこと。この収入未済金は、翌年
度も引き続き徴収に努めることになります。
「不納欠損」…滞納分の徴収金が破産、死亡、行方不明等、何ら
かの理由により徴収できなくなったとして、その調定の金額を
消滅させること。（その処理を行った金額）

5年度増減 5年度末計 会 計 名

財 政 調 整 基 金 8,626 82,789

一般会計

減 債 基 金 △ 7,749 29,502

土 地 開 発 基 金 1,917

ふ る さ と 育 成 基 金 1,860

地 域 振 興 基 金 10,045 73,265

ふ る さ と 水 と 土 基 金 706

地 域 福 祉 基 金 13,027

中山間地域活性化推進事業基金 1 1,019

福 祉の村づくり推進基金 1,724

ふるさと「いくさか」応援基金 △ 1,385 11,488

有線テレビジョン放送施設等管理運営基金 1,687

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 65

小　　計 9,538 219,049

国 民 健 康 保 険 基 金 51 7,795 国 保 特別会計

福 祉 セ ン タ ー 基 金 9 福祉センター特別会計

介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 5,490 6,435 介護保険特別会計

小　　計 5,541 14,239

合　　計 15,079 233,288

積立金（貯金）の状況 （単位：万円）

区　　分 令和5年度末現在高 令和４年度末現在高

普通会計 23億3,495万円 25億3,957万円

簡易水道 2億6,158万円 2億4,946万円

下 水 道 2億3,730万円 2億9,128万円
32億1082万円 32億1082万円

合　　計 28億3,383万円 30億8,031万円

村債（借金）の状況

�



令和 5年度に実施した主な事業令和 5年度に実施した主な事業

保育園エアコン設置工事（保育室３室）………………301万円

保育園給食材料費…………………………………………387万円

子育て支援事業（子育て支援センター）……………… 10万円

児童手当支給事業………………………………………2,087万円

健やかに産み育む子育て支援事業……………………… 63万円

出産祝金支給事業…………………………………………150万円

母子保健事業……………………………………………… 66万円

子育て支援犀龍小太郎助成金…………………………… 34万円

小学校スクールバス運行委託料…………………………262万円

学級支援員・学校図書館司書配置事業…………………546万円

小学校ＩＣＴ学習環境整備事業（電子黒板）…………119万円

中学校ICT機器共同調達負担金…………………………… 67万円

外国青年（ALT）招致事業… ……………………………352万円

一星亭周知再生プロジェクト……………………………238万円

児童館・児童クラブ事業…………………………………571万円

放課後子どもプラン推進事業…………………………… 20万円

北海道標津町中学生交流事業（中学２年）…………… 38万円

私学助成補助（10名）… ………………………………… 20万円

奨学金（大学生1名）……………………………………… 60万円

公民館文化系・体育系教室運営………………………… 69万円

地域未来塾………………………………………………… 26万円

児童館図書室図書購入…………………………………… 90万円

令和６年二十歳の集い…………………………………… 19万円

村民運動会開催…………………………………………… 20万円

イクラン！！松本山雅ＦＣ……………………………… 84万円

学校給食各種補助金………………………………………709万円

入学祝金（小学校９名・中学校11名・高校生12名）

…………………………………………………………………50万円

健やかに子どもたちが育ち学び続けられる村づくり
子育て・教育・スポーツ・歴史・伝統・文化

福祉医療給付事業………………………………………1,190万円

お出かけをもっと楽しく、もっと便利に事業（元気づくり支援金事

業）【公共交通の映像作成、ホームページ作成ほか】… … 77万円

障害者計画等策定支援業務………………………………141万円

伝染病予防対策事業

（うち子育て支援犀龍小太郎助成金34万円）… ………450万円

社会福祉協議会事業補助金………………………………989万円

障がい者福祉事業………………………………………4,050万円

シルバー人材センター運営負担金………………………130万円

老人クラブ活動補助金等交付支給……………………… 47万円

後期高齢者医療広域連合負担金………………………3,136万円

養護老人ホーム措置費……………………………………715万円

家族介護用品購入助成事業（33人）… ………………… 53万円

いくさか敬老の日開催……………………………………110万円

長寿祝金事業（白寿１名・米寿25名）… ……………… 30万円

生きがい活動支援通所事業………………………………678万円

配食サービス事業…………………………………………343万円

高齢者生活福祉センター運営事業………………………768万円

有償運送サービス事業……………………………………809万円

病院群輪番制病院運営事業負担金……………………… 41万円

成人病予防対策事業………………………………………466万円

歯科診療所コンピュータシステム更新…………………330万円…

みんなが元気でにこにこ暮らせる村づくり
保健・医療・社会保障・福祉・人権

移住定住及び空き家対策事業補助金……………………423万円

創造の森バイオトイレ新築工事…………………………660万円

創造の森プロジェクト事業（元気づくり支援金事業）… …647万円

交通災害共済会費（全村民無料化）…………………… 33万円

安曇野松筑広域環境施設組合負担金……………………245万円

可・不燃ごみ処理委託料ほか……………………………931万円

穂高広域施設組合負担金………………………………1,990万円

脱炭素先行地域事業計画作成、設備設計等委託……6,400万円

脱炭素地域づくり事業事務局サポート業務…………1,327万円

脱炭素事業補助金（㈱いくさかてらす）……………2,061万円

地方公共団体実行計画作成業務委託……………………165万円

南部交流センタートイレ改修工事………………………206万円

気持ち良くゆったり暮らせる村づくり
生活基盤の整備・住環境・環境保護・安全安心

（※のついている事業は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
および物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用しました）
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;るさとೲ੫事業ؔ3,181…………………………………万円

産物Ճ工施設౾用ࣗ動ࠝแ機設置…………………262万円

営中山ؒ૯合整備事業負担金………………………3,000万円ݝ

米の生産調整対策ؔ連事業（村一円）………………103万円

（公ࡒ）生ࡔ村業公社運営事業（保有合理化事業等）ɹ

……………………………………………………………3,508万円

山ړ村ৼڵ交付金（࠷ద地利用૯合対策）………417万円

業ੈ࣍人材ࢿ事業（ܦ営開࢝型）………………375万円

新نब者育成૯合対策（ܦ営開ܦ・࢝営ൃల）……965万円

中山ؒ地域支事業（９集མ・47�9IB）… ………830万円

ௗ्害防আ器۩設置事業補助金（19݅）… ……………264万円

業用ϋウス等設置支援事業補助金（３݅）………… 80万円

ଟ໘త機支交付金事業

（共同活動8地۠・施設長寿໋化̐地۠）………………533万円

道のӺいくさかのڷ運営費……………………………9,781万円

松ྛ健全化推進事業（空中ࢄ防আ、െくΜৠ処理）

………………………………………………………………621万円

ライϑライン保全対策事業（村道支障െ࠾）……… 88万円

高津森ྛ公園Ωϟンプサイト整備工事………………118万円

とΜ΅ϑェステΟバル補助……………………………430万円

工会補助金及び小ن事業ࢦಋ費……………………560万円

山ਗ਼࿏公園整備事業……………………………………… 68万円

活気に͋;れに͗Θ͍にຬちた村づくり
ྛۀのൃల・ޫ؍のൃల

※所ಘੈଳ支援給付金…………………………………537万円

※住民੫ඇ課੫ੈଳ重点支援金………………………1,316万円

※住民੫ඇ課੫ੈଳ͜どもՃࢉ給付金…………………205万円

※住民੫所ಘׂඇ課੫ੈଳ重点支援金給付金…………500万円

※住民੫所ಘׂඇ課੫ੈଳ͜どもՃࢉ給付金………… 30万円

………………………………支援金給付ٸۓ価֨高騰ݝ 90万円

所ಘの子育てੈଳ対する給付金………………………175万円

新型コロナウイルスϫクνン種ؔ694…………………万円

※物価高騰対策生活応援品݊（２ճ）……………2,873万円

※いくさかϚルಘ品݊ൃ行事業補助金……………1,536万円

小中学校感染症対策備品（܁ӽ）………………………100万円

৽ܕίϩφΠϧスରࡦ・Ձߴಅରࡦ

地災害෮چ事業（Ӊཹլ۠）…………………………168万円 ྛ道災害෮چ事業（ྛ道Ӣࠜઢ）………………………347万円

ͦのଞ

広ใいくさかൃ行業務……………………………………161万円

ਃ؆୯σジタル૭ޱ؆素化事業………………………418万円

議র໌器۩L&%化工事… …………………………175万円

地域エωルΪー会社設ཱ出ࢿ金…………………………600万円

生ࡔ村ឺづくり支援金（3団体）………………………… 69万円

۠ৼڵ交付金（10地۠）… ………………………………451万円

いくさか大きୂ事業（ୂ員20名）… ………………8,614万円

ಛ定地域づくり事業協同組合事業………………………720万円

いくさか未来スクール（脱炭素ؔのं࠲集会）…… 30万円

CAT7障害修સ工事…………………………………………673万円

ࣗओ放送設備ม調器更新工事……………………………258万円

国道防災工事にうCAT7設備ସ工事…………………409万円

地域ใج൫整備電ப移స工事………………………… 77万円

ϚイナンバーΧーυී及ଅ進…… …………………………158万円

みんなで元気な村づくり
村ຽओମの村ʢڠಇʣ・ߦ৫

道࿏ϝンテナンス補助事業（܁ӽؚ）……………2,048万円

村୯村道改ྑ工事、ҡ࣋修સ工事……………………5,877万円

আઇ事業費…………………………………………………590万円

Լ生野্のݪ住１߸ࠜృ工事……………………130万円

…手ज़補助金（34಄）ڈආೣݘ …………………… 55万円

住ϦϑΥーム等補助（３݅）………………………… 80万円

ফ防団員備品整備………………………………………108万円

団運営交付金……………………………………………163万円

ফ防団員応援品݊ൃ行…………………………………138万円

ফ防ਫ利ாシステムಋ入業務…………………………213万円

日۠ذ防災公園整備工事…………………………………743万円

ਫ道送配ਫ設ସ工事等（ಛผ会計）……………5,103万円

�



■令和5年度決算に基づく生坂村の健全化判断比率
健全化判断比率（指標名） 生　坂　村 早期健全化基準 財政再生基準 解　　　　　　説

①実質赤字比率 − 15.00 20.00
標準財政規模に対する一般会計等（村では「一般」、「村
営バス」会計を言います）における実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

②連結実質赤字比率 − 20.00 30.00
標準財政規模に対する地方公共団体すべての会計に
おける実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

③実質公債費比率 7.4％ 25.00 35.00
標準財政規模に対する一般会計等が負担する元利償
還金、準元利償還金の割合の3 ヵ年平均

［参考:前年度/生坂村7.2%］

④将来負担比率 − 350.00
標準財政規模に対する一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の額の割合

［参考:前年度/生坂村 ―］

※当村では実質赤字、連結実質赤字、将来負担比率が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

■令和5年度決算に基づく生坂村の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 解　　　　　　説

簡易水道特別会計 − 20.00 　
各公営企業会計における事業規模に対する資金の不足
額の割合 … 公営企業会計にあっては、生坂村は左記
の３会計があります。

［参考：前年度／生坂村3会計とも − ］

農業集落排水特別会計 − 20.00 　

福祉センター特別会計  − 20.00 　

※当村では資金不足が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

生坂村生坂村のの財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等のの状況状況

　財政健全化判断比率等の状況　財政健全化判断比率等の状況

　地方公共団体の財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、市町村は

毎年度健全化判断比率を監査委員の審査に付して議会に報告し、公表することが義務づけられています。

　令和5年度の決算等の数値を用いて、健全化判断比率や資金不足比率を次のとおり算定し、７月に監査委員

の審査を受けて９月に議会へ報告を行いました。

◎村の財政状況について、健全化判断比率や解説に関する用語説明などは、
　生坂村ホームページで公表しておりますので、ご覧ください。
　　　　63-�IUUQ���XXX�WJMMBHF�JLVTBLB�OBHBOP�KQ

◎県内の状況は、長野県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　63-�IUUQ���XXX�QSFG�OBHBOP�KQ
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今
年
度
の
総
合
防
災
܇
࿅

は
、
年
ぶ
り
に
શ
住
民
の
օ
さ

Μ
を
対
象
と
し
て
、
九
月
ീ
日

ớ
日
Ờに
開
催
し
ま
し
た
。
෩
の

Ө
ڹ
に
よ
り
ٸ、
ᬎ
一
ि
間
Ԇ
ظ

と
な
り
ま
し
た
が
、ଟ
く
の
օ
さ

Μ
に
ご
ࢀ
加
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

܇
࿅
は
大
規
模
地

発
生
を


定
し
、村
か
ら
の
ۓ
ٸ
҆
શ
確

保
の
発
令
に
よ
り
、ࣗ
ओ
防
災
組

৫
の

員
や
防
災
士
の
օ
さ
Μ

に
よ
る
ආ

所
の
開
設
の
४
備
、

ड

け
・
ड
入
れ
の
ख
ॱ
や
、住

民
の
օ
さ
Μ
の
ආ

と
ආ

ঢ়

گ
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ࡢ
年
に
Ҿ
き
続
き
ආ


所
と
村
災
害
対
策
ຊ
෦
を
Φ

ン
ϥ
イ
ン
で
݁
び
、
ใ

ୡ
の

܇
࿅
も
実
施
し
ま
し
た
。

࠷
後
に
は
、防
災
士
の
օ
さ
Μ

に「
ࣗ
ॿ
・
ڞ
ॿ
・
公
ॿ
」を
ς
ー

Ϛ
と
し
て
ߨ
श
会
を
行
っ
て
い

た
ͩ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、住
民
の
օ
さ
Μ
が

ス
Ϛ
ー
τ
ϑ
Ỽ
ン
を

っ
て
ؾ
象


ใ
や
災
害

ใ
を
得
ら
れ
る

よ
う
、ͦ
う
し
た

ใ
を
ѻ
う
ウ

ỻ
ϒ
α
イ
τ
や
Ξ
プ
Ϧ
の

介

★
気
象
・
災
害
に
関
す
る
情
報

　
掲
載
サ
イ
ト

ᶃ
Ω
Ω
Ϋ
ルớ
ؾ
象
ி
Ờ

ᶄ
長
野
県
災
害

ใ
ポ
ー
タ
ル

α
イ
τ

★
防
災
ア
プ
リ
の

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

ᶃ
ス
Ϛ
ー
τ
ϑ
Ỽ
ン
の
Ξ
プ
Ϧ
ス

τ
Ξ
で「
防
災
Ξ
プ
Ϧ
」と
検

ࡧ
。

　
⾢
Ξ
プ
Ϧ
ス
τ
Ξ
は
次
の

　
　
̦
̧
コ
ー
υ
か
ら

と
ૢ
作
ํ
法
等
に
つ
い
て
આ
明

し
ま
し
た
。

ۙ
年
は
ؾ
象
ঢ়
گ
が
ٸ
ม
す

る
͜
と
が
ଟ
く
、少
し
で
も
ૣ
く

各
種

ใ
を
住
民
の
օ
さ
Μ
に

知
っ
て
い
た
ͩ
く
͜
と
で
、̓
શ

な
行
動
に
つ
な
が
れ

と
ࢥ
い

ま
す
の
で
、ͥ
ひ
ご
活
用
く
ͩ
さ

い
。今

ճ
行
っ
た
ආ

所
の
開
設

や
ӡ
営
に

る
知
ࣝ
・
経
ݧ
は
、

༗
事
の
ࡍ
の
支
え
合
い
に
つ
な

が
り
ま
す
。

今
ճ
の
܇
࿅
で
ݟ
え
た
՝


や

省
を
、今
後
の
ආ

所
の
ӡ

営
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

ᶄ
お
好
み
の
Ξ
プ
Ϧ
を
μ
ウ
ン

ロ
ー
υ
す
る
。

　
日
ࠒ
か
ら
防
災
Ξ
プ
Ϧ
を
活

用
し
て
ૢ
作
ํ
法
に
׳
れ
て
お

く
͜
と
も「
備
え
」の
一
つ
に
な
り

ま
す
。

お
す
す
め
の
Ξ
プ
Ϧ
は
͜
ち
ら

ˡ˗
̮
̰
̷
̾
̾
ʂ
防
災

ใ

˗
৴
भ
防
災

˗
̣
̝
̠
Ϣ
ー
ス
防
災

九
月
ീ
日ớ
日
Ờ、消
防
団
の
消

防
ポ
ン
プ
中
ܧ
ૹ
水
܇
࿅
を
総

合
防
災
܇
࿅
に
ซ
せ
て
実
施
し

ま
し
た
。

総
合
܇
࿅
ऴ
ྃ
後
に
上
生
坂

区
で
消
防
団
員
五
二
໊
が
出
動

し
、
生
坂
村
に
は
ܽ
か
す
͜
と

が
で
き
な
い
、
中
ܧ
ૹ
水
に
ඞ

要
な
ٕ
ज़
取
得
の
܇
࿅
を
行
い

ま
し
た
。

ۙ
年
は
、
ຖ
年
火
災
が
発
生

し
て
い
る
͜
と
か
ら
、各
団
員
は

今
ճ
の
܇
࿅
の
大

さ
を
ঝ
知

し
て
お
り
、ポ
ン
プ
の
ૢ
作
ํ
法

な
ど
を
確
認
し
、経
ݧ
の
ઙ
い
団

員
に
は
ポ
ン
プ
や
ϗ
ー
ス
の
取

り
ѻ
い
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、༷
ʑ
な
܇
࿅
に
よ

り
ٕ
ज़
の
श
得
に

め
て
お
り

ま
す
の
で
、村
民
の
օ
༷
の
消
防

団
活
動

の
ご
理
ղ
と
ご
ڠ
力

を
お
ئ
い
し
ま
す
。

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

生
坂
村
総
合
防
災
訓
練

生
坂
村
総
合
防
災
訓
練

生
坂
村
消
防
団

生
坂
村
消
防
団

ポ
ン
プ
中
継
送
水
訓
練

ポ
ン
プ
中
継
送
水
訓
練

Google Play↓APP Store↓
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݄
ޒ
・


に
ỏ

Ω
Ỿ
ン
プ
ֶ
श
に
ߦ

ỳ
ͯ
͖
·
͠
ͨ
Ố
ఱ

に
ܙ
·
Ε
ỏ
པ
Ε
る


ؒ
ͱ
Ұ
ॹ
に
و
ॏ

ͳ
ܦ
ݧ
Λ
す
る
͜
ͱ

͕
Ͱ
͖
·
͠
ͨ
Ốೋ


ؒ
Ͱ
ֶ
Μ
ͩ
͜
ͱ
Λ

·
ͱ
Ί
·
͠
ͨ
Ố

で
し
た
。
͜
の
経
ݧ
を
生
か
し

て
、
次
の
行
事
で
も
進
Μ
で
行

動
し
た
い
で
す
。

 

ớ
ી
ࠜ
ݪ
　
Ҁ
ฏ
Ờ

　
ࢲ
が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し
た

͜
と
は
、
を
よ
く
ฉ
く
͜
と
で

す
。今
ま
で
は
、あ
ま
り
人
の


を
よ
く
ฉ
い
て
い
ま
せ
Μ
で
し

た
。で
す
が
、Ω
Ỿ
ン
プ
を
通
し

て
人
の

を
ฉ
い
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、͜
れ
か

ら
の
生
活
で
生
か
し
た
い
で
す
。

 

ớ
୍
ᖒ
　
ಸ
ೆ
Ờ

　
ࢲ
が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
ؤ
ு
っ
た

͜
と
は
、
ѫ
ࡰ
で
す
。
ࢲ
は
、
す

れ
ち
が
っ
た
人
に
ѫ
ࡰ
を
し
ま

し
た
。ѫ
ࡰ
を
す
る
と
、す
れ
ち

が
っ
た
人
も
ѫ
ࡰ
を
し
て
く
れ

て
と
て
も
い
い
ؾ
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
͜
れ
か
ら
も
ѫ
ࡰ
を

ؤ
ு
り
た
い
で
す
。

 
ớ
中
山
　
Ѫ
ས
Ờ

　
ࢲ
が
、
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し

た
͜
と
は
प
り
を
ݟ
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
͜
と
で
す
。

൝
の
人
が
今
Կ
を
や
っ
て
い
て
、

ࣗ

が
Կ
を
す
る

き
か
を
ߟ

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

ཱ
て
る
と
き
、Ϋ
ϥ
ス
の
人
と
ڠ

力
し
た
り
、

ご
൧
を
作
る
と

き
、൝
の
人
と
ڠ
力
し
た
り
、ό

ス
Ϩ
Ϋ
を
す
る
と
き
、

で
ڠ

力
し
た
り
と
、
৭
ʑ
な
人
と
ڠ

力
で
き
ま
し
た
。
　

 

ớ
ࠊ
ݪ
　
ढ़
ี
Ờ

　
ࢲ
が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し
た

͜
と
は
、Χ
Ϩ
ー
作
り
で
す
。
ࢲ

は
、
ྉ
理
が
ۤ
ख
ͩ
っ
た
の
で
、


さ
Μ
と
一
ॹ
に
作
っ
て
ඒ
ຯ

し
い
Χ
Ϩ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

Ω
Ỿ
ン
プ
で
ྉ
理
が
得
ҙ
に
な

り
ま
し
た
。
と
て
も
ָ
し
か
っ

た
で
す
。 

ớ
খ
দ
　
࿀
ਯ
Ờ

　
ࢲ
が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し
た

͜
と
は
、
み
Μ
な
で
ڠ
力
し
て

൧
ᚫ
を
ਬ
い
た
͜
と
で
す
。
ॳ

め
て
൧
ᚫ
を
ਬ
い
た
と
き
に
は
、

য
͛
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ຊ

൪
は
工

し
て
ඒ
ຯ
し
い
ご
൧

を
み
Μ
な
と
作
る
͜
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ớ
ࡼ
Ҫ
　
༦
子
Ờ

　
成
長
し
た
͜
と
は
、
ࣗ

か

ら
行
動
す
る
͜
と
で
す
。
ࣗ


か
ら
行
動
す
る
͜
と
に
よ
っ
て

Ω
Ỿ
ン
プ
ֶ
श
で
は
ࠔ、
っ
た
人

も
、
ࣦ
ഊ
す
る
人
も
い
ま
せ
Μ

た
。͜
の
経
ݧ
を
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

ớ
⅓
野
　

Ờ

　
ࢲ
が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し
た

͜
と
は
、
ࣗ

か
ら
進
Μ
で
行

動
す
る
͜
と
で
す
。特
に
、प
り

の
み
Μ
な
が
ࠔ
ら
な
い
よ
う
に

ѫ
ࡰ
や
ࣗ

の

事
を
ؤ
ு
り

ま
し
た
。͜
れ
か
ら
も「
ࣗ

か

ら
動
く
͜
と
」
を
大

に
し
た

い
で
す
。 

ớ
দ
下
　
ཟ
子
Ờ

　
΅
く
が
、Ω
Ỿ
ン
プ
で
ࢥ
い
出

に

っ
て
い
る
͜
と
は
ϗ
ς
ル

で
す
。
෦

や
入
り
口
な
ど
す


て
が
ਗ਼
ܿ
で
し
た
。෦

の
中

が
整
理
せ
い
と
Μ
さ
れ
て
い
て

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。Ω
Ỿ
ン

プ
の
二
日
間
と
て
も
ָ
し
か
っ

た
で
す
。 

ớ
ؙ
山
　
ᰜ
ᠳ
Ờ

ࢲ
が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し
た

͜
と
は
、人
の

を
し
っ
か
り
ฉ

く
͜
と
で
す
。
Ω
Ỿ
ン
プ
で
は
、

知
ら
な
い
場
所
で
活
動
す
る
の

で
、人
の

を
ฉ
か
な
い
と
ࠔ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。人
の

を
し
っ

か
り
ฉ
い
て
、
ָ
し
く
活
動
す

る
͜
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ớ

山
　
౮
ཬ
Ờ

　

が
Ω
Ỿ
ン
プ
で
ֶ
Μ
ͩ
͜

と
は
、ϗ
ς
ル
で
の
過
ご
し
ํ
と

൧
ᚫ
ਬ
ᗟ
で
す
。྆
ํ
と
も
、ॳ

め
て
の
͜
と
な
の
で
よ
い
経
ݧ

に
な
り
ま
し
た
。特
に
、൧
ᚫ
ਬ

ᗟ
は
、࿅
श
で
ࠇ
য
͛
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、成
ޭ
し
て
よ
か

っ
た
で
す
。と
て
も
ָ
し
か
っ
た

Ω
Ỿ
ン
プ
で
し
た
。

 

ớ

അ
　
ܬ
Ờ

小学校だより　
΅
く
は
、
Χ
Ϩ
ー
作
り
の
と

き
に
、
み
Μ
な
で
ڠ
力
で
き
ま

し
た
。火
に
෩
を
ૹ
る
人
、α
ϥ

μ
を
作
る
人
な
ど
、

担
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
の
ֶ

ߍ
生
活
で
も
、

間
と
ڠ
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

 

ớ
ҏ
౻
　
ഢ
Ờ

　
Ω
Ỿ
ン
プ
で
成
長
し
た
͜
と

は
ڠ、
力
し
た
͜
と
で
す
。み
Μ

な
で
ڠ
力
し
て
Ω
Ỿ
ン
プ
ϑ
Ỹ

イ
Ϡ
ー
の

を
組
み
ま
し
た
。

ͦ
の
経
ݧ
を
ී
ஈ
の
生
活
で
も

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
　

 

ớ
ߕ
൹
ᖒ
　
ᠳ
Ờ

　
Ω
Ỿ
ン
プ
で
は
、
人
と
ڠ
力

す
る
͜
と
を
ֶ
び
ま
し
た
。Ω
Ỿ

ン
プ
ϑ
Ỹ
イ
Ϡ
ー
の

を
組
み

�



1年生　学習の様子1年生　学習の様子
中学校だより

７月４日（木）、５日（金）　校外宿泊学習～高津屋森林公園～７月４日（木）、５日（金）　校外宿泊学習～高津屋森林公園～

総合的な学習の時間で、ぶどうの栽培に取り組みました。総合的な学習の時間で、ぶどうの栽培に取り組みました。

・仲間と協力して活動ができました。ご飯を作るときにも、仕事が終わった人が自分の料理
を手伝ってくれてすごく助かりました。これからも協力を大切にしようと思いました。
・デリシアに買い物に行きました。サラダに入れるタコが予想の5倍大きくて高かったで
す。安曇野フィッシングセンターでの魚釣りは、エサだけを何回も取られてしまい、とて
も悔しかったです。みんなと一緒に泊まれたし、すごくいい学習でした。
・クラスのみんなでと協力して楽しめたので良かったです。
・自分たちでやりたいことや食べたいものを考えて実行することができた。自分の仕事も
しっかりできたし、みんなで協力することができた。楽しみながらいろいろなことを学べ
たからよかった。

・汗水たらしてしっかりとしたぶどうが作れました。努力したおかげで、甘いぶどうが作れ
ました。
・雨よけのビニールかけから始めて、いろんな作業をしながらなんとか収穫にこぎつけら
れました。しかし、失敗が多く苦労したこともあったので、来年の１年生にしっかり伝え
たいです。
・ぶどうを初めて収穫したときは、糖度に個体差があって売れるかな？と思っていました。
　でも、POPを作ったり、重さごとに分けて販売したりすることで、完売できたので良か
ったです。
・蚊に刺されながら、がんばってぶどうを作れた。
・最初は売っているような良いぶどうになるかなと思っていたけど、うまくできるように
農業公社の方に教えてもらっていいものが作れた。最後は販売までできたから良かった。
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日 月 火 水 木 金 土 
2277  2288  2299  3300  3311  11  22  

33  44  55  66  77  88  99  
1100  1111  1122  1133  1144  1155  1166  

1177  1188  1199  2200  2211  2222  2233  
2244  2255  2266  2277  2288  2299  3300  

2024年 11月 利用カレンダー ℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10時～18時  土曜日＝10時～17時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 

※※      ・・・図書室の休館日 
※※      ・・・17時閉館 

■ １１月２５日（月）～３０日（土） は蔵書点検があります 
・長期未返却本のある方は早めの返却をお願いいたします。 

・期間中図書室はお休みです。ご迷惑をおかけしますがよろしくお願い致します。 

・期間中、返却の本がある場合は返却ポスト又は、児童館受付にご返却ください。 

たくさんの著名人、文豪に愛されて、本の中でも大活躍な 猫 。 

秋から冬にかけたぽかぽかのひだまりは猫にぴったり。今年の読書の秋は、 

猫にまつわる本でゆったり過ごしてみてはいかがでしょう。 

『 旅猫リポート 』 有川浩（文藝春秋） 

 野良猫のナナは、交通事故に遭い、瀕死の

状態のところを青年サトルに助けられた。サ

トルと暮らすことになったナナは、五年の時

を共に過ごすが、サトルのとある事情でナナ

を手放すことに。ナナとサトルは銀色のワゴ

ンで、新たな飼い主を求めて旅にでる。 

 少し生意気で、そこが可愛い猫のナナと、優

しい青年サトル。でもサトルには秘密があっ

て…。暖かい涙で読み終えたお話。 

『 文豪の猫 』 アリソン・ナスタシ/著、浦谷 計

子/翻訳（エクスナレッジ） 

村上春樹、大佛次郎、アーネスト・ヘミングウェイ、

スティーヴン・キング、レイモンド・チャンドラー…。 

              あの文豪も、みんな猫好き 

だった! 文豪たちの貴重なポ 

ートレイトとともに、猫たちと 

の逸話、あの名作の創作秘話 

など様々なエピソードが収録

されています。文豪の著作が好きな方もぜひ！ 

『 猫に教わる 』 南木佳士（文藝春秋） 

芥川賞作家であり、映画『阿弥陀堂だより』

の原作者でもある著者。 

有名な著作がありながら、佐久総合病院の

勤務医としての顔も併せ持っている。 

二足のわらじの生活の忙しさから、うつ病

とパニック障害を発症した著者の日々をつづ

ったエッセイで、朴訥とした口調と繊細な視

点が味のある一冊。猫が題材の話は少ない

が、著作と一緒に楽しんでみては。 

 
『 ６匹の猫と住職 あるがままに暮らす那須の

長楽寺 』 那須の長楽寺（主婦の友社） 

 住職と 6匹の猫「全部盛り」朝食風景がＳＮＳで話

題の#てらねこ那須の長楽寺の本。心にしみる住

職の言葉や蔵出し猫画像が満載! 

『にゃんこ四字熟語辞典』 西川清史 

(飛鳥新社) 

一笑千金、大胆不敵、無我夢中……。 

どこかで耳にしたことがある 

四字熟語が可愛くて楽しい猫の写真と楽しめます。 

��



一一般般書書  

■愛しさに気づかぬうちに     （川口俊和） 

■リミックス 神奈川県警少年捜査課（今野 敏） 

■惣十郎浮世始末         （木内 昇） 

■森にあかりが灯るとき     （藤岡 陽子） 

■わたしの知る花        （町田 そのこ） 

■ぬくもりの旋律         （岡田 真理） 

■涙を呑む鳥 1 ナガの心（イ・ヨンド 、 小西 直子） 

■転がる珠玉のように    （ブレイディ みかこ） 

■一度読んだら絶対に忘れない世界史人物事典 

公立高校教師 YouTuberが書いた  （山﨑圭一） 

■動物たちは何をしゃべっているのか? 

（山極 寿一 、 鈴木 俊貴） 

■おひとり農業        （岡本よりたか） 

■自分とか、ないから。教養としての東洋哲学 

（しんめい P/著、鎌田東二/監修） 

■ポケット六法 令和 6年 （佐伯 仁志、大村 敦志他） 

実実用用書書  

■もっと上手に小さい畑 15㎡で 

45品目をつくりこなす       （斎藤進） 

■野菜まるごと 旬を食べる農家レシピ （農文協） 

■気負わず作れて満たされる よりそいごはん（咲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文文庫庫・・新新書書 

■猫を処方いたします。①②    （石田 祥） 

■「疲れない人」の習慣、ぜんぶ集めました。 

（工藤孝文、 ホームライフ取材班） 

ええほほんん 

■給食室のいちにち 

（大塚菜生/著、イシヤマアズサ/イラスト） 

■憲法くん    （松元 ヒロ/著、武田 美穂/絵） 

■はやしでひろったよ（大久保 茂徳、 亀田 龍吉） 

■しぶがきくんがね・・    （とよたかずひこ） 

■いっしょって いいね（間部香代 、 おおでゆかこ）  

児児童童書書  

■こども六法 第 2版 

（山崎 聡一郎/著、伊藤ハムスター/イラスト） 

■犬にかまれたチイちゃん、 

動物のおいしゃさんになる（今西乃子、 あたち たち） 

■意味がわかると怖い 4 コマ②    （湖西晶） 

■ミラクルきょうふ!  

意味がわかると怖いストーリー   （朔月 糸） 

■ルルとララのかみかみグミ（あんびる やすこ） 

■かたづけ大作戦      （志津栄子、 森川泉） 

■「ヒロシマ 消えたかぞく」のあしあと（指田 和） 

 11 月 の 新 着 本 

一般書 

えほん 

児童書 
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九
月
二
一
日ớ

Ờ、
二
二
日

ớ
日
Ờの
二
日
間
、ळ
の「
い
く
さ

か
農
ധ
ମ
ݧ
π
Ξ
ー
」
を
開
催

し
、ؔ
౦
ݍ
や
中
ژ
ݍ
な
ど
か
ら

一
二
家
族
、二
ࡾ
໊
に
ご
ࢀ
加
い

た
ͩ
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
お
昼
に
集
合
し
、

ͦ

ଧ
ち
ମ
ݧ
ؗ
に
て
、新
ถ
の

ご
൧
と
०
の
さ
Μ
ま
で
の

ম

き
、き
の
͜
ो
な
ど
、ळ
の
ຯ
֮

を
ת
能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

昼
৯
後
は

迎
ࣜ
を
行
い
、

「
΄
た
る
の
ཬ
の
会
」の
օ
さ
Μ

の
指
導
に
よ
る
Ҵ
מ
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。ా
Μ
΅
の
ࡾ

の

一
を
ख
で
מ
り
、
り
を
า
行
型

ό
イ
ン
μ
ー
を

い
、力
を
合
Θ

せ
て
Ҵ
מ
り
を
行
い
ま
し
た
。は

ͥ
ֻ
け
作
業
も
ମ
ݧ
し
て
い
た

ͩ
き
、あ
っ
と
い
う
間
に
ऴ
Θ
り

ま
し
た
。

్
中
ٳ、
憩
を
は
さ
み
、「
ঁ
・

人

っ
͜
く
ら
ぶ
」の「
お
い
し

Μ

」を
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

ͦ

ଧ
ち
ମ
ݧ
後
は
、Ӎ
が
上

が
っ
て
い
た
た
め
、上
野
の
ぶ
ど

う
団
地

移
動
し
、ぶ
ど
う
ാ
の

ݟ
ֶ
を
さ
せ
て
い
た
ͩ
き
ま
し

た
。օ
さ
Μ
は
ڊ
ๆ
の
ऩ
֭
ମ
ݧ

を
ָ
し
み
に
し
て
い
た
の
で
ऩ

֭
は
で
き
ͣ

೦
ͦ
う
に
し
て

π
Ξ
ー
二
日
目
は
、野
ࡊ
の
ऩ

֭
ମ
ݧ
と
ڊ
ๆ
ङ
り
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、当
日
は
Ӎ
ͩ
っ

た
た
め
ٸ
ᬎ
予
定
を
ม
ߋ
し
、ͦ


ଧ
ち
ମ
ݧ
ؗ
で
ͦ

ଧ
ち
ମ

ݧ
を
行
い
ま
し
た
。

ͦ

ଧ
ち
ମ
ݧ
は
、「
お
じ
さ

ま
۞
ָ
෦
」の
໊
人
に
ߨ
ࢣ
を
し

て
い
た
ͩ
き
、ॆ
実
し
た
࣌
間
を

過
ご
し
て
い
た
ͩ
き
ま
し
た
ࢀ。

加
者
の
օ
さ
Μ
が
作
っ
た
ͦ


は
、お

産
と
し
て
お
持
ち
ؼ
り

い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

 

い
ま
し
た
が
、
売
所
で

山
の

ぶ
ど
う
を
ख
に
で
き
、大
ม
ت
Μ

で
い
ま
し
た
。

 

ͦ
の
後
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
、「
ঁ
・人

っ
͜
く
ら

ぶ
」の
օ
さ
Μ
に
ご
用
ҙ
い
た
ͩ

い
た
܀
ご
൧
、す
い
と
Μ
、
ܲ
の


༲
͛
、
か
΅
ち
Ỵ
の
ఱ

ら
、

τ
Ϛ
τ
θ
Ϧ
ー
等
の
昼
৯
を
と

り
ま
し
た
。生
坂
村
の
৯
ࡐ
を


山
取
り
入
れ
た
ϝ
χ
ỿ
ー
に
ࢀ、

加
者
の
օ
さ
Μ
は
大
ม
ت
Μ
で

い
ま
し
た
。

二
日
間
ఱ
ؾ
予
ใ
が
Ӎ
模
༷

で
৺

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、ॳ

日
は
Ӎ
が
߱
る
͜
と
な
く
、ळ
の

農
業
ମ
ݧ
を
す
る
͜
と
が
で
き
、

ऩ
֭
の
ت
び
を
ଘ

に
ମ
ݧ
し

て
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

ࢀ
加
者
の
օ
さ
Μ
、π
Ξ
ー
ӡ

営
に
ご
ڠ
力
を
い
た
ͩ
い
た
ؔ


者
の
օ
さ
Μ
、ຊ
当
に
あ
り
が

と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

　
生
坂
農
業
ະ
来
創
り
プ
ロ

δ
ỻ
Ϋ
τ
会
議
で
は
、農
ധ
推
進

対
策
事
業
を
活
用
し
、各
団
ମ
一

ମ
と
な
り
、生
坂
村
の
ັ
力
を
ຬ

ࡌ
し
た「
農
ധ
プ
ϥ
ン
」の
開
発

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。


ࢁ
ړ
村
ৼ
ڵ
ަ

ủۚ

ധ
ਪ
ਐ
ର
ࡦ
ࣄ
ۀ
Ứ


ࢁ
ړ
村
ৼ
ڵ
ަ

ủۚ

ധ
ਪ
ਐ
ର
ࡦ
ࣄ
ۀ
Ứ

ळ
ͷủ
͍
͘
͞
͔

ധ
ମ
ݧ
π
Ξ
ồ
Ứ

ळ
ͷủ
͍
͘
͞
͔

ധ
ମ
ݧ
π
Ξ
ồ
Ứ
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■
読
書
の
秋
を
楽
し
ん
で
、山

雅
の
し
お
り
を
も
ら
お
う
♪

　
今
年
度
も
、ಡ
ॻ
の
ळ
に
あ
Θ

せ
て
図
ॻ
室
を
ར
用
さ
れ
た
ํ

に
দ
ຊ
山
խ
の
人
ؾ
બ
ख
の
し

お
り
を
ࠩ
し
上
͛
ま
す
。し
お
り

は
શ
෦
で
ࡾ
種
類
。人
ؾ
બ
ख
ࡾ

໊
ͦ
れ
ͧ
れ
が
プ
Ϧ
ン
τ
さ
れ

て
い
て
、生
坂
村

༷
の
Ψ
ン
ζ

く
Μ
も
ඳ
か
れ
て
い
る
特
別

。

　
ಡ
ॻ
の
ळ
、ָ
し
み
な
が
ら
し

お
り
も
集
め
ち
Ỵ
い
ま
し
Ỷ
う
。

■
図
書
室 

蔵
書
整
理
休
館
　

一
一
月
二
五
日ớ
月
Ờ
Ỗ
一
一
月

ࡾ
〇
日ớ

Ờま
で
ଂ
ॻ
点
検・特

別
整
理
の
た
め
、図
ॻ
室
を
ٳ
ؗ

い
た
し
ま
す
。ฦ
٫
日
が
過
ぎ
て

い
る
ॻ
੶
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ॱ
次
ご
࿈
བྷ
を
さ
せ
て
い
た
ͩ

き
ま
す
の
で
、ૣ
め
の
ご
ฦ
٫
を

お
ئ
い
க
し
ま
す
。

ٳ
ؗ
中
は
ฦ
٫
の
み
Մ
能
で

す
。ご
ฦ
٫
の
ࡍ
は
、৬
員
に


を
か
け
て
い
た
ͩ
く
か
ࣇ、
ಐ
ؗ

入
口
の
ฦ
٫
ポ
ス
τ
に
ࢿ
ྉ
を

入
れ
て
下
さ
い
。


き
の
ࢿ

ྉ
は
、ؗ
内
の
৬
員
に
ख

し
を

お
ئ
い
し
ま
す
。

☆
生
坂
村
文
化
祭

　
公
民
ؗ
活
動
や
、
ݸ
人
や


間
で
行
っ
て
い
る
日
ࠒ
の
活
動

ớ
制
作
・
創
作
Ờ
の
成
Ռ
を
展
ࣔ

し
ま
す
。

　
一
一
月
　
二
日
ớ

Ờ
Ỗ

　
　
　
　
　
ࣣ
日
ớ

Ờ
ま
で

　
会
場
・

工
会
ؗ

☆
イ
ク
ラ
ン
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

দ
ຊ
山
խ
̛
̘
の
ڠ
力
を
い

た
ͩ
き
、
五
Ω
ロ
と
一
〇
Ω
ロ

の
コ
ー
ス
に

か
れ
て

り
ま

す
。一

一
月
二
ࡾ
日

　ớ

・
ۈ
࿑
感
ँ
の
日
Ờ

˞
ࣸ
ਅ
は
ࡢ
年
の
イ
Ϋ
ϥ
ン
の

༷
子

☆
地
域
未
来
塾

　
一
一
月
　
九
日
ớ

Ờ

　
　
　
　
一
六
日
ớ

Ờ

　
　
　
　
ࡾ
〇
日
ớ

Ờ　
　

　
　
ޕ
後
一
࣌
一
五

Ỗ

　
会
場・̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン
タ
ー

二
֊
会
議
室

☆
絵
手
紙
教
室

　
一
一
月
　
二
日
ớ

Ờ

　
　
ޕ
前
一
〇
࣌
Ỗ

会
場
・
ࣇ
ಐ
ؗ
「
た
Μ
Ά
Ά
」

　
創
作
室

☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
一
一
月
　
六
日
ớ
水
Ờ

　
　
　
　
二
〇
日
ớ
水
Ờ

　
　
ޕ
後
ࣣ
࣌
Ỗ
ീ
࣌

　
会
場・̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン
タ
ー

　
二
֊
τ
Ϩ
ー
χ
ン
ά
ル
ー
Ϝ

☆
金
戸
山
百
体
観
音
巡
り

　
一
一
月
　
ࡾ
日

ớ
日
・
จ
化
の
日
Ờ

　
　
ޕ
前
ീ
࣌
Ỗ
一
二
࣌

ࠒ

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
ಇ
く

શ
て
の
࿑
ಇ
者
に
ద
用
さ
れ
る

「
長
野
県
࠷


ۚ
」
が
、
令
和

六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
࣌
間
ֹ

九
九
ീ
ԁ
に
վ
ਖ਼
さ
れ
ま
し
た
。

　
͜
の
機
会
に
、
ご
確
認
く
ͩ

さ
い
。

　
な
お
、対
象
と
な
る

ۚ
は
、

通
常
の
࿑
ಇ
࣌
間
・
࿑
ಇ
日
に

対
Ԡ
す
る

ۚ
で
、
ྟ
࣌
に
支


Θ
れ
る

ۚ
、ਫ਼
օ
ۈ
ख
当
、

通
ۈ
ख
当
及
び
家
族
ख
当
な
ど

は
ؚ
ま
れ
ま
せ
Μ
。

　
ま
た
、中
খ
ا
業
・
খ
規
模
事

業
者
等
に
対
す
る

ۚ
の
Ҿ
上

͛
の
環
境
整
備
、
雇
用
の
維
持

を
図
る
た
め
の
支
援
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

ͩ
さ
い
。

˙
お
問
い
合
Θ
せ

「
࠷


ۚ
」に
つ
い
て
は
、長
野

県
࿑
ಇ
ہ
࿑
ಇ
基
४
෦

ۚ
室

ὸ
〇
二
六ô

二
二
ôࡾ

〇
五
五
五

ຢ
は

࠷
د
り
の
࿑
ಇ
基
४

ಜ
ॺ

「
ॿ
成
ۚ
」に
ؔ
す
る
お
問
合
せ

ઌ
業

վ
ળ
ॿ
成
ۚ

長
野
県
࿑
ಇ
ہ
雇
用
環
境
・
ۉ

等
室

ὸ
〇
二
六ô

二
二
ôࡾ

〇
五
六
〇


Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
Ξ
ỽ
プ
ॿ
成
ۚ

長
野
県
࿑
ಇ
ہ
৬
業
対
策
՝

ὸ
〇
二
六ô

二
二
六ô

〇
ീ
六
六

た
ん
ぽ
ぽ

き
ま
し
ょ！

Ұ
Ұ
݄

ެ
ຽ
ؗ
ڭ
ࣨ
ɾ
ࣾ
ձ
ڭ
ҭ
ỏ

生
֔
ֶ
श
ؔ
࿈
Π
ϕ
ン
τ



ݝ
࠷


ۚ
ͷ



ݝ
࠷


ۚ
ͷ

͓

Β
ͤ

͓

Β
ͤ
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●申込み期間 ：　令和６年6月１０日（月）～10月31日（木）

●申込み・お問合せ ：　松本保健福祉事務所 健康づくり支援課　

　　　　　　　　　　☎０２６３‐４０‐１９３８　　平日８時３０分～１７時１５分

　　　　　　　　　　※申込み時に簡単な聞き取りを行います。

　　　　　　　　　　　聞き取り状況によっては参加いただけない場合があります。

「社会的ひきこもり」とされる状態にある方の家族が、同じ悩みを抱えるご家族同士で語り合い、

ひきこもりに対する正しい知識を身に付け、家族の対応の仕方について学びます。

ひきこもり家族教室のご案内

■ 対象 ： 「社会的ひきこもり」とされる状態にある方の家族（当事者の方は除く）

■ 日時 ： 令和６年11月13日（水）・令和６年12月13日（金）１３時３０分～１５時３０分

　　　 　※原則2日間のプログラムを継続して受講していただきます。

■ 場所 ： 塩尻総合文化センター　205会議室（住所：塩尻市大門七番町4番3号） 

��



ヘルスアップ教室
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人が集まる・笑顔がみえる

いどばたキャラバン

開催予定日（その他の地区は時期に合わせて広報予定です）

１１月 日（火） 健康管理センター １０時～１２時

１１月 ７日（木） 古坂地区介護予防拠点施設 １０時～１２時

１１月１２日（火） 南部交流センター １０時～１２時

１１月２２日（金） 小立野公民館 １４時～１５時３０分

お問合せ 役場健康福祉課
生坂村健康管理センター
電話 ６９－３５００
担当 竹内

地域支え合い推進会議から生まれた、
住民が気軽に集える場所です。

地区をまたいでの参加も大歓迎。
年齢問わず、どなたでも参加可能です。

みんなでわいわい集いましょう！

いどばたキャラバンって
なに？

参加費
無料！

（１０地区開催予定です）

��



令和６年度の集団健診は

９時～ 時
月６日 水

お問い
合わせ 生坂村役場健康福祉課

検査内容

上記日程で受診ができない方は、ご自身の都合の良い時に受診できる
「個別健診」も利用できます。希望される方はご相談ください。

国保加入者・
７５歳以上の
皆さん

場所：健康管理センター

血管の状態（動脈硬化の進行度）を知り、脳血管疾患や心臓
病など命に関わる病気を予防するため、１年に一度はご自分
の健康チェックを行いましょう。

歯科健診が午前のみ、無料で受診できます

★大腸がん検診・前立腺がん検診・結核肺がん検診（午前のみ）が同時受診
できます。
★受診料：国保加入者 円（ 歳・ 歳：無料） 歳以上 無料

いずれかで健診受診いただくと、「 ポイント」を
ポイント付与。保健指導を受けると ポイント付与。

健康診断を受け、必要に応じて生活を見直すことで、これからもいきいき
と暮らしていくことができます。
受診を希望される方は、お問い合わせください。

個別健診のご案内

��



家
族
の
健
康
、

ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

見
過

大
切
な
人
を
守
る
た
め
、ア
ル
コ
ー
ル
と
の
付
き
合
い
方
を
一
緒
に
ま
な
び
ま
し
ょ
う

2�



九
月
二
〇
日ớ
ۚ
Ờ、
৺
も


れ

れ
と
す
る
よ
う
な
ؾ
持
ち

の
ྑ
い
日
に
、̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン

タ
ー
で「
い
く
さ
か
ܟ

の
日
」

が
、村
内
に
お
住
ま
い
の
ࣣ
〇
歳

Ҏ
上
の
ํ
九
ࣣ
໊
に
ご
ࢀ
加


き
、
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、村
内
に
は
ന
ण
を
迎

え
ら
れ
る
ํ
が
一
໊
、ถ
ण
を
迎

え
ら
れ
る
ํ
が
二
ࡾ
໊
い
ら
っ

し
Ỵ
り
、当
日
は
、ന
ण
一
໊
、ถ

ण
ീ
໊
の
ํ
に
౻
ᖒ
村
長
よ
り
、

お
ॕ
い
ঢ়
が
ଃ
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
ํ
に
は
事
前
に

ҙ
向
を
お

い
し
、
ࣜ
య
で
ද

と
て
も

や
か
な
࣌
間
が
流
れ

ま
し
た
。
࠷
後
に
会
場
の
օ
さ

Μ
શ
員
で「
生
坂
村
ࢌ
Վ
ổ
山
ࢵ

に
ۭ
は

み
」を
Վ
い
ま
し
た
。

　
ࢀ
加
者
の
օ
さ
Μ
、
お
ָ
し

み
い
た
ͩ
け
ま
し
た
で
し
Ỷ
う

か
。
օ
さ
Μ
の
স
إ
を
た
く
さ

Μ
ഈ
ݟ
で
き
、
感
ँ
の
ؾ
持
ち

で
い
っ
ͺ
い
で
す
。ご
ࢀ
加
あ
り

が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

࠷
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
実

行
ҕ
員
の
օ
さ
Μ
を
は
じ
め
、

「
い
く
さ
か
ܟ

の
日
」
に
ܞ
Θ

っ
て

い
た
大

の
օ
さ
Μ
、ご

ڠ
力

に
あ
り
が
と
う
ご
͟
い

ま
し
た
。 

জ
を
ر

さ
れ
な
い
ํ
に
は
、一

六
日
の
ܟ

の
日
に
、地
区
の
民

生
ҕ
員
さ
Μ
に
よ
る
訪
問
で
お


し
さ
せ
て
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

ന
ण
・
ถ
ण
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
ま
し
た
օ
さ
Μ
、

に
お
め

で
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

　
お
ॕ
い
に
続
い
て
、
ງ
六
ฏ

さ
Μ
を
お
ট
き
し
て
Վ

会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ງ
さ
Μ
の
軽

շ
な
τ
ー
Ϋ
や
、
生
ԋ

を
お

ָ
し
み
い
た
ͩ
き
、一
ॹ
に
Վ
い

ま
し
た
。

　
ͦ
の
ࡍ
の
お


け
と
し

て
、生
坂
の
γ
Ỿ
イ
ン
Ϛ
ス
Χ
ỽ

τ
や
、道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
駅

長
か
ら
ご
ఏ
Ҋ
い
た
ͩ
い
た
お

՛
子
が
振
る

Θ
れ
ま
し
た
。

お

を
ঌ
し
上
が
っ
て
い
た
ͩ

き
、ָ
し
い
ひ
と
࣌
を
過
ご
し
て

い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

　
お
ؼ
り
の
ࡍ
に
は
、
や
ま
な

み

特

「
ܟ

の
日
ં
٧
ห

当
」と
ه、
೦
の
お
ञ
を
お
持
ち

ؼ
り
に
ご
用
ҙ
し
ま
し
た
。
ݟ

た
目
も
ඒ
し
く
、
ඒ
ຯ
し
い
お

ห
当
で
、
家
で
お
ෲ
も
৺
も
ຬ

ෲ
に
な
っ
て
い
た
ͩ
け
た
と
ࢥ

い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
あ
ち
ら
͜
ち
ら

で
ָ
し
ͦ
う
な
会

が

み
、

九
月
ീ
日ớ
日
Ờ、
生
坂
村
総

合
防
災
܇
࿅
に
合
Θ
せ
て
、
ҩ

ྍ
ٹ
護
所
܇
࿅
を
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。
今

ճ
の
܇
࿅
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

令
和
ݩ
年
度
Ҏ
来
五
年
ぶ
り
の

実
施
と
な
り
、
大
規
模
地

に

よ
り
各
区
で
け
が
人
が
ଟ

出

た
と
の

定
で
܇
࿅
を
行
い
ま

し
た
。

今
ճ
の
܇
࿅
は
、山
口
ҩ
ࢣ
、

ࣾ
会
福
祉
ڠ
議
会
の

護
ࢣ
、

҆
ಶ
野

े
ࣈ
ප
Ӄ
の
ҩ
ྍ
ν

ー
Ϝ
に

ݣ
を
要

し
、

場

৬
員
と
࿈
ܞ
し
て
τ
Ϧ
Ξ
ー
δ

の
実
施
܇
࿅
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
場
で
ൖ
ૹ
で
き
な
い

負
ই
者
が
い
る

定
で
、
҆
ಶ

野

े
ࣈ
ප
Ӄ
の
ҩ
ྍ
ν
ー
Ϝ

を
地
区
に

ݣ
し
、
ൖ
ૹ
܇
࿅

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

܇
࿅
で
は
、
け
が
人

を
各

区

お
ئ
い
し
ま
し
た
ۓ。
ு
感

あ
る
ԋ
ٕ
に
よ
っ
て
、実
ࡍ
の
現

場
を

定
し
た
܇
࿅
を
行
う
͜

と
が
で
き
ま
し
た
。

܇
࿅
に
ࢀ
加
し
た
ҩ
ࢣ
・
ҩ

ྍ
ν
ー
Ϝ
か
ら
は
վ
ળ
点
な
ど

を
指
ఠ
し
て
い
た
ͩ
き
ま
し
た

の
で
、今
後
に
ܨ
͛
て
い
き
た
い

と
ࢥ
い
ま
す
。

͍
͘
͞
͔
ܟ

ͷ

͕

͍
͘
͞
͔
ܟ

ͷ

͕

։
࠵
͞
Ε
·
͠
ͨ

։
࠵
͞
Ε
·
͠
ͨ

ҩ
ྍ
ٹ
ޢ
ॴ
訓
練
Λ

ҩ
ྍ
ٹ
ޢ
ॴ
訓
練
Λ

࣮
ࢪ
͠
·
͠
ͨ

࣮
ࢪ
͠
·
͠
ͨ

2�



メタボリックシンドローム予防のためのおすすめレシピ

メタボリックシンドローム（以下メタボ）とは内臓脂肪の蓄積を根本に持ち、脂質異常、高血糖、高血
圧の２つ以上の項目を合わせ持った状態をいいます。メタボは、働き盛りの人々を心血管疾患から予防す
るために生まれた考え方です。メタボの原因は、食べ過ぎ、飲み過ぎや野菜不足などの偏った食事と言わ
れています。
今回のレシピは、不足しがちな野菜をゆでて柔らかく、かさを減らして食べやすくしたものです。この

料理を肉や魚などのメインの料理に組み合わせて食べることで、エネルギーの過剰摂取を抑えることがで
きます。ぜひ、ご家庭でお試しください。

千草和え

（１人分エネルギー103Kcal たん白質 6.3g 塩分 0.9g）

〔材料 ２人分〕
小松菜 ５０ｇ
キャベツ ５０ｇ
にんじん １５ｇ
ロースハム ２枚
卵 １個
糸寒天 ２ｇ

たれ
  酢            小さじ２
薄口しょうゆ   小さじ１
砂糖 小さじ２
ごま油   小さじ 1/2

〔作り方〕
① 小松菜は１～２㎝長さ、キャベツは 5㎜幅の
千切り、にんじんは 2㎝長さの千切りにし、
柔らかくゆでる。

② ハムは半分に切って千切り、卵はフライパンで
炒り卵を作る。

③ 糸寒天は水に 10～20分浸して戻す。
④ ボウルにたれの材料をあわせ、①②③を和える。

和えたら早めに食べましょう。時間がたつと
味が薄く感じます。

ハムと卵が入ってい
るので、野菜が苦手
な方も食べやすいで
す。糸寒天を使うこ
とで、エネルギーを
抑えられます。

※40歳から 74歳の方は、年に一度メタボ健診（特定健診） を受けて自身のからだの変化に向き合いましょう。
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献
血
さ
れ
た
血
液
は
、血
液
の

病
気
・
大
き
な
手
術
な
ど
で
血
液

を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
輸

血
を
し
て
、日
々
生
命
を
救
っ
て

い
ま
す
。

　
血
液
は
長
期
保
存
す
る
こ
と

も
、人
工
的
に
造
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、安
定
し
て

医
療
現
場
に
血
液
製
剤
を
供
給

す
る
た
め
に
は
、皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
　

　
そ
こ
で
、次
の
日
程
で
献
血
が

行
わ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ừ

࣌
Ử

令
和
六
年

一
一
月
二
五
日（
月
）

午
後
二
時
～
三
時
三
〇
分

ừ

ॴ
Ử

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ừ
ݙ
݂

༰

Ử

全
血
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

対
象
年
齢
　
一
八
～
六
九
歳

（
男
性
に
限
り
一
七
歳
か
ら

献
血
対
象
に
な
り
ま
す
。）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税 

法
及
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保 

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課 

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

が
、 

控
除
対
象
と
な
る
の
は
令

和
六 

年
中（
令
和
六
年
一
月
一

日
か
ら
令
和
六
年
一
二
月
三
一

日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
（
令
和
六
年
中
に
納

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過

去
の
年
度
分
の 

保
険
料
や
追

納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
）。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年 

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。こ
の
た
め
、日
本
年
金

機
構
か
ら
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
） 

控
除
証
明
書
」
が
対
象

者
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く

※
六
五
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い

て
は
、六
〇
歳
～
六
四
歳
の
間

に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限

り
ま
す
。

ừ
ఆ
һ
Ử

三
十
名
程
度

「
１
９
３
カ
ー
ド
」の
対
象
と

な
り
、一
〇
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
の
で
、カ
ー
ド
が
あ
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。 

˔
ൃ
ૹ
ε
έ
δ
ỿ
ー
ϧ

①
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
令 

和
六
年
一
〇
月
二
日
ま
で
の

期
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方

【
令
和
六
年
一
〇
月
中
旬
か
ら
一

一
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
発
送
】

②
令
和
六
年
一
〇
月
三
日
か
ら

令
和
六
年
一
二
月
三
一
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
（
①
対
象

者
を
除
く
）

【
令
和
七
年
二
月
上
旬
発
送
】

な
お
、ご
家
族（
配
偶
者
や
お

子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

場
合
は
、
ご
自
身
の
国
民
年
金

保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険
料

に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
万
一
の

と
き
に
心
強
い
味
方
と
な
る
制

度
で
す
。
保
険
料
は
忘
れ
な
い

よ
う
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
際
、
そ

の
建
物
が
登
記
さ
れ
て
い
る
場

合
は
法
務
局
で
滅
失
登
記
の
手

続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
登
記

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
「
建
物

滅
失
届
」
を
役
場
住
民
課
税
務

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
が
な
い
場
合
、
取
り
壊
し
た

家
屋
に
課
税
さ
れ
続
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

課
税
は
一
月
一
日
時
点
の
情

報
を
基
と
さ
れ
る
た
め
、
一
二

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
住
民
課
税
務
係

　
☎
六
九ô

三
一
一
一
（
代
）

献
血
ご
協
力
の
お
願
い

ࠃ
ຽ
年
ۚ
อ
ݥ
ྉ

શ

ࠃ
ຽ
年
ۚ
อ
ݥ
ྉ

શ

ֹ
͕
ࣾ
ձ
อ
ݥ
ྉ
߇
আ

ֹ
͕
ࣾ
ձ
อ
ݥ
ྉ
߇
আ

ͷ
ର

Ͱ
͢
ʂ

ͷ
ର

Ͱ
͢
ʂ

ݐ

Λ

ݐ

Λ

औ
Γ
յ
͠
ͨ
ํ


औ
Γ
յ
͠
ͨ
ํ
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もえるごみ

もえないごみ・資源物

指定ごみ袋の値上げについて

これは、原材料価格の高騰に伴い値上げするもので、値上げ額は

袋の大きさや種類により異なりますが、卸値で１セット（ 枚入り）

８円～１６円程度となる見込みです。

ごみ袋の販売価格は収入証紙代を除く袋代を販売店独自に決めていた

だいておりますので、価格の変更時期や販売価格につきましては販売店

ごとに異なります。

村民の皆様にはご負担をおかけすることとなりますが、ご理解とご協

力をお願い申し上げます。

■開札結果（９月・ 月） （単位：千円）

担当課

契約日
種別 事業名 実施・納品場所 落札業者 落札価格

振興課

９月 日
工事

令和６年度

下ノ田地区送水管布設替工事
昭津 下ノ田 （有）瀧澤

振興課

月２日
工事

令和６年度 緊急自然災害防止対策事業

（道路防災）法面対策修繕工事
梶本 平林建設 株

振興課

月２日
工事

令和６年度 緊急自然災害防止対策事業

（道路防災）舗装修繕工事
草尾 有 中山組

振興課

月２日
工事

令和６年度 緊急自然災害防止対策事業

（道路防災）法面対策工事
小立野 有 石川組

指名型・公募型プロポーザル方式審査結果は ページに掲載。

住民課生活環境係

電話 ６９－３１１３

 

１１月１日納品分以降から、

指定ごみ袋の販売価格が変わります
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だいておりますので、価格の変更時期や販売価格につきましては販売店

ごとに異なります。

村民の皆様にはご負担をおかけすることとなりますが、ご理解とご協

力をお願い申し上げます。

■開札結果（９月・ 月） （単位：千円）

担当課

契約日
種別 事業名 実施・納品場所 落札業者 落札価格

振興課

９月 日
工事

令和６年度

下ノ田地区送水管布設替工事
昭津 下ノ田 （有）瀧澤
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工事
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（道路防災）法面対策修繕工事
梶本 平林建設 株
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令和６年度 緊急自然災害防止対策事業
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ứ
ࡾ


の
ੜ
ࡔ
ଜ
の
ळ
Ừ

　
き
っ
と
い
つ
か
ど
͜
か
で
୭

か
が「
あ
れ
っ
ʁ
」
と
ࢥ
う
͜
と

を

像
し
て
み
る
。

「
փ
ম
き
お
や
き
は
い
つ
か
ら
生

坂
村
の
໊
物
ʁ
」

「
イ
Ϋ
α
Χ
ϥ
ỽ
τ
は
い
つ
か
ら

生
坂
村
の
特
産
品
ʁ
」

「
生
坂
ϋ
ν
Ϋ
の
会
は
創
ཱ
Կ

年
目
ʁ
」

「
い
く
さ
か
の
郷
の
ར
用
者
は

通
算
Կ
人
ʁ
」
等
ʑ
৭
ʑ
。

ͦ
͜
に
は
過
ڈ
を
振
り
ฦ
る
͜

と
の
で
き
る「
ະ
来
」が
あ
る
͜

と
が
前
ఏ
と
な
る
。

ͦ
の
ҝ
に
、

今
日
を
ߞ
し
、

明
日
は
種
を
ࣘ
き
、

明
後
日
に
は
水
を
や
り
、

明
ʑ
後
日
に
は
ॾ
ʑ
対
ॲ
し
、

ࡾ
έ
月
後
、五
έ
月
後
、ࣣ
έ
月

後
に
ऩ
֭

。

ͦ
し
て
ま
た
来
年
の
ҝ
の
工


や
対
策
の
ҝ
の

ੳ
、
計
画
を

܁
り
ฦ
し
て
い
く
。

　
ͦ
Μ
な
܁
り
ฦ
し
の
ࡾ
年
。

　
ീ
月
か
ら
࢝
ま
っ
た
生
坂
村

今
年
は
ଞ
県
で
は

෩
の
Ө

ڹ
で
大
ม
な
ඃ
害
が
出
て
お
り

ま
す
。一
日
も
ૣ
い
෮
興
を
お
ف

り
い
た
し
ま
す
。
　
　

ࢲ
た
ち
の
村
で
は

い

෩

の
Ө
ڹ
も
な
く
ฏ
Ժ
な
ຖ
日
を

過
ご
せ
る
͜
と
に
感
ँ
い
た
し

ま
す
。

ࢲ
は
ओ
に
お
や
き
作
り
を
し

て
い
ま
す
。ૣ
൪
の
ス
タ
ỽ
ϑ
が

ૣ
ே
か
ら
ค
を
࿅
り
、ͦ
の
࿅
っ

た
生
地
を
ち
ぎ
っ
て
お
や
き
を

作
り
ま
す
。は
か
り
で
ਖ਼
確
に
目

ํ
を
計
り
、ಉ
じ
大
き
さ
に
な
る

よ
う
に
ܗ
作
り
す
る
作
業
が
大

ม
で
す
。փ
の
中
に
入
れ
た
お
や

き
が
、;
っ
く
ら
͜
Μ
が
り
し
た

ඒ
ຯ
し
い
お
や
き
に
出
来
上
が

る
よ
う
、ス
タ
ỽ
ϑ
一
人
ひ
と
り

が
日
ʑ
が
Μ

っ
て
い
ま
す
。

お
٬
༷
か
ら「
ॵ
い
の
に
大
ม

で
す
Ͷ
。ମ
に
ؾ
を

け
て
ؤ
ு

っ
て
く
ͩ
さ
い
。」
と

を
か
け

て
い
た
ͩ
く
と
、ॵ
さ
も
ർ
れ
も

ਧ
き
ඈ
び
、お
や
き
作
り
に
ਫ਼
が

出
ま
す
。

ઌ
月
は
道
の
駅
に
ඒ
ຯ
し
い

の
特
産
品「
イ
Ϋ
α
Χ
ϥ
ỽ
τ
」

の
ぶ
ど
う
γ
ー
ζ
ン
が
ऴ
ྃ
し

ま
し
た
が
来
年
に
向
け
て
の
作

戦
の
組
み
ཱ
て
は
す
で
に
ス

タ
ー
τ
。

　
Θ
͟
Θ
͟
生
坂
村
に

を
ӡ

Μ
で
く
ͩ
さ
る
お
٬
༷
に
ຬ


し
て
い
た
ͩ
く
た
め
に
ඞ
要
な
͜

と
は
Կ
か
ʁ
ι
Ϧ
ỿ
ー
γ
ἀ
ン
を

౿
ま
え
、お
٬
༷
の
ظ

が
ど
͜

に
あ
る
の
か
を
୳
り
ߟ
え
創


し
、
ݶ
ら
れ
た
制

の
中
で
で
き

る
事
を
計
画
し
実
ફ
し
て
い
く
。

　
と
は
い
っ
て
も
「
ඒ
ຯ
し
い

ぶ
ど
う
」
を
育
て
て
く
ͩ
さ
る

農
家
の
օ
さ
Μ
、「
新

な
農
産

物
」
を
出
ՙ
し
て
く
ͩ
さ
る
生

産
者
組
合
の
օ
さ
Μ
の
お
か
͛

で
成
り
ཱ
っ
て
い
る
の
が
い
く

さ
か
の
郷
。

　
生
坂
村
の
セ
ン
タ
ー
ϐ
ン
と

な
る
に
は
、ま
ͩ
ま
ͩ
実
力
が


い
ま
せ
Μ
が
、ԕ
い
ະ
来「
ぶ
ど
う

෦

は
い
つ
か
ら
࢝
め
た
ʁ
」「
い

く
さ
か
の
郷
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
」と
振
り
ฦ
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
さ
ら
な
る
進
化
と
ม
化
を

し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
が
た
く
さ
Μ
ฒ
び
、お
٬

༷
が
大

お
ݟ
え
に
な
り
ま
し

た
。ͦ
し
て
か
あ
さ
Μ
家
に
も
大

ม
ଟ
く
の
お
٬
༷
が
お
や
き
を

ങ
い
ٻ
め
に
来
て
く
ͩ
さ
り
、大

ม
う
れ
し
く
ࢥ
い
ま
し
た
。

お
や
き
を
作
っ
て
い
る
෦


と
৯
ಊ
と
の
境
に
Ψ
ϥ
ス
૭
が

あ
り
ま
す
。ͦ
͜
か
ら
ࢲ
た
ち
の

作
業
の
༷
子
を
ݟ
て
い
た
ͩ
け

ま
す
し
ٯ、
に
ࢲ
た
ち
も
৯
ಊ
が


Θ
っ
て
い
る
༷
子
が
Θ
か
り
、

ߋ
に
う
れ
し
い
ؾ
持
ち
で
一
ഋ

に
な
り
ま
す
。

͜
れ
か
ら
も
お
٬
༷
に
ت


れ
る
よ
う
に
、ඒ
ຯ
し
い
お
や
き

が
出
来
る
よ
う
、օ
で

力
し
て

い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

美
味
し
い
お
や
き
を
作
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
努
力
を
続
け
ま
す

か
あ
さ
ん
家

　
小 

林  

恵 

美 

子

※ 販 売 日 は 変 更 す る 可 能 性 が
あ り ま す の で 、予 め ご 了 承 く だ さ い 。

販売日 ： 月 ・ 木 ・ 土

販売時間 ： １ １時～

灰焼きおやき
やまなみ荘 灰 焼 き お や き 製 造 の 様 子 や

そ の 他 活 動 の 様 子 を 発 信 中 ！
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ా
ん
΅
は
Ҵ
מ
り
や

ࠄ
が

ऴ
わ
り
、
֤
家
ఉ
で
ඒ
味
し
い

৽
ถ
を
お
ঌ
し
上
が
り
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
と
ࢥ
わ
れ
ま

す
。
や
ま
な
Έ

で
も
生
ࡔ
࢈

ί
γ
ώ
カ
リ
を
ご
提
供
し
て
い

ま
す
の
で
、
৯
ಊ
な
ど
の
ご
ར

用
を
お

ち
し
て
い
ま
す
。

一
〇
月
は
৯
ಊ
に
て
【

登


ౡ
大
Ӎ
ࡂ

෮
ڵ
ळ

ࡊ
໙

ϑ
ỻ
Ξ
】を
։
࠵
し
て
い
ま
す
。

「
ࠇ
ਣ
あ
ん
か
け
ϥ
ー
ϝ
ン
」

「
カ
Ϩ
ー
γ
ー
ϑ
ー
ド
ম
き
そ

ば
」「
ϐ
リ
ਏ
味

ϥ
ー
ϝ
ン
」

の
三
छ
類
を
֤
一
〇
〇
〇
ԁ
で

ご
提
供
し
、
そ
の
ച
り
上
͛
か

ら
二
〇
〇
ԁ
を
ٛ
ԉ
金
と
し
て

د
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ࠓ
月
い
っ
ͺ
い
։
࠵
し
て
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
ͥ
ͻ
৯
べ
て
Ԡ

ԉ
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
月
の
ϑ
ỻ
Ξ
は
、
ຖ
年

߃
ྫ
の
৽
そ
ば
ࡇ
り
を
։
࠵
し

ま
す
。
生
ࡔ
࢈
ͻ
す
い
そ
ば
を

使
っ
た
手
ଧ
ち
そ
ば
は
ळ
の
生

ࡔ
の
名
物
と
し
て
人
気
が
あ
り

「
根こ
ん
め
ん面

う
蝕し
ょ
く」

　
ߴ
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
ࣃ

が
ଟ
く

っ
て
い
る
方
が
と
て

も
૿
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

と
て
も
ྑ
い
こ
と
で
す
が
、一
方

で
、ࠜ
໘
う
ৰ
は
、五
〇
代
か
ら

ٸ
に
૿
え
ま
す
。こ
れ
は
、


加
齢
か
ら


ϒ
ϥ
ッ
γ
ン
ά
な
ど
強
い


ܹ
に
よ
っ
て


ࣃ
प
病
で
Ԍ

ى
こ
し
ࠎ
が

Լ
が
る
。

な
ど
に
よ
っ
て
ࣃ
の
ࠜ
໘
෦

の
ࣃ

ୀ
ॖ
に
よ
り
ࠜ
໘
が
࿐

出
す
る
こ
と
で
発

し
ま
す
。

࠷
も
ଟ
い
要
Ҽ
は
、
ࣃ
प
病
に

よ
る
も
の
で
、
ࣃ
प
病
と
ࠜ
໘

う
ৰ
は
、
ີ

な
ؔ
係
に
あ
り

ݝ
֎
か
ら
の
お
٬
さ
ま
も
ଟ
く

い
ら
っ
し
Ỵ
い
ま
す
。
৽
そ
ば

ࡇ
り
で
は
ಛ
ผ
な
そ
ば
セ
ッ
ト

を
ご
用
ҙ
す
る
༧
定
で
す
の
で

ご
期

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
忘
年
会
も
ঝ
っ
て
い

ま
す
。
৬
場
、༑
人
、ஂ
ମ
な
ど

お
ૣ
め
に
ご
༧
ࢉ
・
日
時
・
送
ܴ

等
お
ܾ
め
い
た
だ
き
ご
༧

く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
お
༠
い
合
っ
て
や
ま

な
Έ

に
お
ӽ
し
く
だ
さ
い
。

心
よ
り
お

ち
し
て
お
り
ま

す
。

ま
す
。

　
ࠜ
໘
う
ৰ
が
ଟ
い
理
༝
は
、

ࠜ
໘
が
ೈ
ら
か
い
象
է
࣭
で
あ

る
た
め
ࣃ、
ף
෦
分
の
Τ
φ
ϝ
ル

࣭
෦
分
に
ൺ
べ
て
う
ৰ
に
な
る

リ
ス
Ϋ
が
ߴ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ࠜ
໘
う
ৰ
は
ਐ
行
も

ૣ
く
、三
か
月
後
に
う
ৰ
が
ਆ
経

ま
で
ਐ
行
し
て
い
た
と
い
う

ケ
ー
ス
も

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ࠜ
໘
う
ৰ
は
、
と
に
か
く
༧


と
定
期
ݕ

が
と
に
か
く
大


で
す
。

　「
象
է
࣭
」と「
Τ
φ
ϝ
ル
࣭
」

の
ҧ
い
は
、
構


分
や
ߗ
さ

に
ҧ
い
が
あ
り
ま
す
。Τ
φ
ϝ
ル

࣭
は
΄
΅
ミ
ω
ϥ
ル
で
出
དྷ
て

い
ま
す
。
象
է
࣭
は
ミ
ω
ϥ
ル

七
ׂ
、ί
ϥ
ー
ή
ン
・
ਫ
が
三
ׂ

で
す
。

　
よ
っ
て
、Τ
φ
ϝ
ル
࣭
の
う
ৰ

は
ࢎ
に
よ
り
ミ
ω
ϥ
ル
が
༹
出

し
、
ま
ず
ද

Խ

փ
が
お
こ

り
ま
す
。一
方
象
է
࣭
の
う
ৰ

は
ࢎ、
に
よ
る「
ミ
ω
ϥ
ル
の
༹

出
」と「
ί
ϥ
ー
ή
ン
の
分
ղ
」の

二
つ
の
要
Ҽ
に
よ
っ
て
ى
こ
り

ま
す
。

　
Τ
φ
ϝ
ル
࣭
に
ൺ
べ
て
ॊ
ら

か
い
象
է
࣭
は
う
ৰ
に
な
る
リ

ス
Ϋ
が
ߴ
く
、ਐ
行
が

い
。ま

た
、
ࣃ
を
取
り
ғ
Ή
よ
う
に
ਐ

行
す
る
た
め
、
࣏
療
が
し
ͮ
ら

く
、
発
ݟ
が

れ
て
、
ࣃ
（
ࣃ

の
ਆ
経
）ま
で
ਐ
ん
だ
り
ࣃ、
を

失
う
Մ

性
も
あ
り
ま
す
。

　
し
っ
か
り
༧

を
す
る
た
め

に
、
こ
ま
め
な
定
期
ݕ

で
の

ϓ
ϩ
ケ
Ξ
と
ϒ
ϥ
ッ
γ
ン
ά
ࢦ

ಋ
。そ
し
て
、ਖ਼
し
い
ϒ
ϥ
ッ
γ

ン
ά（
ࣃ
間
ϒ
ϥ
γ
な
ど
を
使
っ

て
）
の
セ
ル
ϑ
ケ
Ξ
で
क
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
生
ࡔ
ଜ
ࣃ
Պ

療
所

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ࣃ
ỳ
ͽ
ồ
ͨ
͍
Ή

2�



ン
τ
を
ご

介
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で「
お
う
ち
࣌
間
」が
定
ண

し
た
今
、家
族
や
地
域
で
防
火
・

防
災
に
つ
い
て
ߟ
え
る
ࡍ
の
ࢀ

ߟ
に
し
て
く
ͩ
さ
い
。

消
火
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。Ờ

ᶄ
火
災
の
ૣ
ظ
発
ݟ
の
た
め

に
、
住

用
火
災
ܯ
ใ
ث
を

定
ظ
的
に
点
検
し
、
े
年
を

目
҆
に
交

す
る
。

　ớ
ຊ
ମ
に
点
検
の
た
め
の
Ϙ

タ
ン
や
ඥ
が

い
て
い
ま

す
。Ờ

ᶅ
火
災
の
拡
大
を
防
͙
た
め

に
、෦

を
整
理
整

し
、৸

۩
、ҥ
類
及
び
Χ
ー
ς
ン
は
、

防
Ԍ
品
を

用
す
る
。

ᶆ
火
災
を
খ
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、消
火
ث
を
設
ஔ
し
、


い
ํ
を
確
認
し
て
お
く
。

ᶇ
お
年
د
り
や

ମ
の
ෆ
ࣗ
༝

な
人
は
、
ආ

経
路
と
ආ


ํ
法
を
常
に
確
認
し
、
備
え

て
お
く
。

ᶈ
防
火
防
災
܇
࿅

の
ࢀ
加
、

ށ
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地

域
͙
る
み
の
防
火
対
策
を
行

う
。

˙
お
問
い
合
Θ
せ

দ
ຊ

域
消
防
ہ
明
Պ
消
防
ॺ

ὸ
〇
二
六
ôࡾ

六
二ô

二
九
九
二

 　

˕
ӡ
స
໔
ڐ
औ
ಘ
આ
໌
ձ
࣮
ࢪ

　
中
間
ς
ス
τ
࠷
ऴ
日
、
̏
年

生
を
対
象
と
し
て
、
ී
通
ࣗ
動

ं
ӡ
స
໔
ڐ
取
得
に
つ
い
て
の

આ
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ຊ
ߍ
で
は
、

進
ֶ
・
ब
৬

い
ͣ
れ
の
場

合
に
お
い
て

も
、
進
路
に

向
け
て
ӡ
స

໔
ڐ
ূ
が
ඞ

要
と
な
る
生

ె
に
は
、
事

前
に
定
め
ら

れ
た
ख
続
き

を
౿
Μ
ͩ
う
え
で
໔
ڐ
取
得
に

向
け
て
の
४
備
を
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
ӡ
స
໔
ڐ
取
得
の
ڐ
Մ
を
得

る
た
め
に
は
、
ᶃ
ଔ
業
後
の
進

路
が
内
定
し
て
い
る
͜
と
、
ᶄ

ࣗ
動
ं
ֶ
ߍ
આ
明
会
に
ࢀ
加
す

る
͜
と
、
ᶅ
ス
タ
ン
プ
ϥ
Ϧ
ー

が

成
し
て
い
る
͜
と
、
の
ࡾ

点
を
ຬ
た
す
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
。

͜
の
う
ち
、
ᶅ
の
ス
タ
ン
プ

ϥ
Ϧ
ー
は
ຊ
ߍ
ಠ
ࣗ
の

組
み

で
、
ຖ
日
の
す

て
の
त
業
に

お
い
て
教
Պ
担
当
者
が
取
組
み

の
༷
子
を
確
認
し
て
、
ྑ
好
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
認
ҹ
が
も

ら
え
る
Χ
ー
υ
が
あ
り
ま
す
。

͜
の
Χ
ー
υ
の
確
認
ཝ
に
ۭ
ཝ

が
な
く
な
る
と
ス
タ
ン
プ
ϥ
Ϧ

ー
の

成
と
な
り
ま
す
。

˕
෦
ࣨ
ਗ਼

͠
·
͠
ͨ

ຊ
ߍ
に
は
จ
化
෦
・
ӡ
動
෦

あ
Θ
せ
て
े
ࣣ
の
෦
が
あ
り
ま

す
。
ͦ
れ
ͧ
れ
の
෦
に
は
人


に
Ԡ
じ
て
෦
室
が
ି
༩
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
生
ె
会
で
は
෦
室

が
整
理
整

さ
れ
た
ঢ়
ଶ
で


用
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
を
݉

Ͷ
て
、
二
か

月
に
一
度
、

෦
室
ਗ਼

を

実
施
し
て
い

ま
す
。

一
࣌
間
༨

り
を
か
け
て
、

෦
活
用
γ
ỿ

ー
ζ
ஔ
き
場

を
整

し
た

り
、
෦
室
内

を

き

আ
し
た
り
し
て
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。

ớ
จ

　
教
಄
　

下
　

Ờ

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

　
一
一
月
九
日ớ

Ờか
ら
一
一

月
一
五
日
ớ
ۚ
Ờ
ま
で
の
ࣣ
日

間
、「
क
り
た
い
ະ
来
が
あ
る
か

ら
火
の
用
৺
」
を
શ
ࠃ
౷
一
防

火
ඪ
ޠ
に
、શ
ࠃ
一
੪
に「
ळ
の

火
災
予
防
ӡ
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
͜
の
ӡ
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
࣌
ق
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
ҙ
ࣝ
の
一


の
ී
及
を
図
る
͜
と
で
、
火
災

の
発
生
を
防
ࢭ
し
、
ߴ
ྸ
者
等

を
中
৺
と
す
る
ࢮ
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ࡒ
産

の
ଛ
ࣦ
を
防
͙
͜
と
を
目
的
と

し
て
、
ຖ
年
͜
の
࣌
ظ
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
ճ
は
、
住

防
火
の
ポ
イ

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈秋の火災予防運動について〉

【
住
宅
防
火
　い
の
ち
を
守

る
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
】

四
つ
の
習
慣

ᶃ
৸
た

͜
は
ઈ
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い
。

ᶄ
ス
τ
ー
ϒ
の
प
り
に
೩
え
や

す
い
も
の
を
ஔ
か
な
い
。

ᶅ
͜
Μ
Ζ
を

う
と
き
は
火
の

ͦ

を

れ
な
い
。

ᶆ
コ
ン
セ
ン
τ
は
΄
͜
り
を
ਗ਼


し
、
ෆ
ඞ
要
な
プ
ϥ
ά
は

ൈ
く
。

六
つ
の
対
策

ᶃ
火
災
の
発
生
を
防
͙
た
め

に
、
ス
τ
ー
ϒ
や
͜
Μ
Ζ
等

は
҆
શ

ஔ
の

い
た
機
ث

を

用
す
る
。

　ớ
例
え

༲
͛
物
ௐ
理
࣌
な

ど
、
ು
ఈ
の
ҟ
常
な
過

を

セ
ン
α
ー
が
感
知
し
、
ࣗ
動

2�



も
取
り
上
͛
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ࣾ
会
の
ม
化
に
よ
り
、
ス
τ

Ϩ
ス
の
発
ࢄ
目
的
ͩ
っ
た
り
、過


α
ー
Ϗ
ス
に
よ
る
過

な
ظ


、
ω
ỽ
τ
を
介
し
た
ಗ
໊
で

の
ݏ
が
ら
せ
な
ど
、
༷
ʑ
な
要

Ҽ
で
Ҿ
き
ى
͜
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
͜
れ
に
よ
り
従
業
員
の

৬

や
ଞ
の
ސ
٬

の
Ө
ڹ
ا、
業
の

ෆ
ར
ӹ
が
生
ま
れ
ま
す
。

対
策
の
法
整
備
も
ঃ
ʑ
に
進

Μ
で
い
ま
す
が
、ੲ
の「
お
٬
༷

は
ਆ
༷
で
す
」
を
は
き
ҧ
え
て

は
い
け
ま
せ
Μ
Ͷ
。

　
͜
の
Ϛ
ン
Ψ
で
は
、お
٬
の
ؾ


を
害
し
て
し
ま
う
、一
ݴ
ଟ
い

タ
イ
プ
の
ళ
員
さ
Μ
が
ొ
場
し

て
い
ま
す
。

　
͜
れ
と
は
ٯ
の
ཱ
場
で
、
ސ

٬
や
消
අ
者
が
、
従
業
員
や
ا

業
に
対
し
て
ෆ
当
で
ѱ
࣭
な
Ϋ

Ϩ
ー
Ϝ
、要
ٻ
を
す
る
な
ど
の



行
ҝ
を「
Χ
ス
タ
Ϛ
ー
ϋ
ϥ
ス

ϝ
ン
τ
」
と
い
い
ま
す
。一
ൠ
の

Ϋ
Ϩ
ー
Ϝ
と
は
ҧ
っ
て
ݏ、
が
ら

せ
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。༷
ʑ

な
ϋ
ϥ
ス
ϝ
ン
τ	
い
じ
め
、
ݏ

が
ら
せ


の
中
で「
Χ
ス
ϋ
ϥ
」は

増
加

向
に
あ
り
χ
ỿ
ー
ス
で

உঁڞಉࢀըஉঁڞಉࢀը

みんなで考えよう！
第7回

身近なジェンダー

ぞく

続

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

■指名型プロポーザル方式審査結果（９月）� （単位：千円）

担当課
契約日 種別 事　業　名 実施・納品場所 契�約�業�者 契約価格

総務課�
９月19日 工事 生坂村防災行政無線（同報系）

デジタル化改修工事 生坂村内 （株）日立国際電気　長野営業所 188,958

■公募型プロポーザル方式審査結果（９月）� （単位：千円）

担当課
契約日 種別 事　業　名 実施・納品場所 契�約�業�者 契約価格

総務課�
９月19日

設計
・
工事

生坂村脱炭素先行地域自営線
マイクログリッド構築事業 生坂村内

生坂村自営線マイクログリッド
設計及び設備構築
エコロミ・平林建設・石川組・中山
組共同体
代表企業　株式会社エコロミ

859,980

開札結果は24ページに掲載
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生坂村ホームページ

平林 美
う み

海 ちゃん（1歳）
下生野／智之さん・のぞみさん

こんげつの

いい顔

おいちぃ〜♥わが家の推しメン

しΖ（ࡶ種˂、9歳）
（্生ࡔ �ࣲ山雅ඒさΜ）

いたずらっ子のしろ

　
九
月
一
六
日ớ
月
Ờに
দ
ຊ
地

域
振
興
ہ
ا
画
振
興
՝
ओ
催
の

「
৴
भ
ま
つ
も
と
ۭ
ߓ
̳
̴
Ϛ
ル

γ
ỻ
」
が
、৴
भ
ま
つ
も
と
ۭ
ߓ

の
࣌
計
ౝ

場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

͜
の
イ
ϕ
ン
τ
は
、৴
भ
ま
つ

も
と
ۭ
ߓ
が
δ
ỻ
ỽ
τ
化
ࡾ
〇

प
年
を
迎
え
る
事
か
ら
ا
画
さ

れ
、দ
ຊ
地
域
の
管
内
ീ
ࢢ
村
が

合
ಉ
で
出
展
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
・ঁ人

っ
͜
く
ら

ぶ
」の

っ
͜
お
や
き
や
お
い
し

Μ

、「
か
あ
さ
Μ
家
」の
お
ま
Μ

じ
ỵ
う
、お
か
ら
Ϋ
ỽ
Ω
ー
な
ど

の
村
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

ۭ
ߓ
を
ར
用
す
る
県
֎
や
ւ

֎
の
お
٬
༷
に
も
お
ങ
い
ٻ
め

い
た
ͩ
き
、
お
や
き
や
お
ま
Μ

じ
ỵ
う
は

売
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
坂
村
؍
ޫ
ڠ
会
で
は
、
今

後
も
村
の
એ

、̥
̧
活
動
を
ק

め
、生
坂
村
の
ັ
力
発
৴
に

め

て
い
き
ま
す
。

৴
भ
·
ͭ

ͱ
ۭ
ߓ
̳
̴
Ϛ
ϧ
γ
ỻ

৴
भ
·
ͭ

ͱ
ۭ
ߓ
̳
̴
Ϛ
ϧ
γ
ỻ

ʹ
ग़
ల
͠
·
͠
ͨ
ʂ
Ố

ʹ
ग़
ల
͠
·
͠
ͨ
ʂ
Ố

◆
お
悔
や
み

お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
◆

ڇ
ӽ
　
จ
 ݑ

さ
Μ

 

ớ
��
歳
　
大
日
向
Ờ

ࠊ
ݪ
　

子 

さ
Μ

 

ớ
��
歳
　
下
生
野
Ờ


